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界有数の火山研究所でA一地質学･火山学B一地球

物理学C一地熱学･地球化学の3部門がある(第11図).

Aには5研究室カミありY.M.AB咽IK0の海底火山研究

室は有名である.Bには5研究室がありその一つに

P.I.TOK畑EYの地震火山予知研究室があり1975-6

のTo1bachik火山の噴火予知で名をあげた.Cにも4

研究室がある･研究所は総員538名内科学者約130名

である.

別表をなカ…めるとわかるようにこれらの科学研究機

関の重要なポストはほとんど地学関係者が占めている.

FarEastScienceCenterのdirectOrは有名な地質学

者N.A.S亘ImであるしKamchatkaのInst.Vo1-

cano1ogyやKhabarovskの1Inst.TectonicsandGeo.

physicsのdirectorはいうにおよぱずSakha1inの総

合研究所長も地質学者つい先目までSHIL0が所長をし

ていたMacadanの総合研究所長も後任がどうなった

か知らないカミ地質学者があとをおそったのではなかろ

うか.とにかくこの国とくに極東での地学のしめる

地位の高さが推定されるところである.

中央と地方

私たちはソ連極東の地学関係者とはとかく接触

がうすい･ソ連地学者でよく来日したり国際会議で

顔をあわせたりする人はモスクワ関係が多い.極東

の機関にいてもprof.SHIL0とやpro壬.FED0T0Yなど

よく出てくる人達がいる.しかしこれらの人たちは

それぞれアカデミｰ会員とか準会員とかで極東にいて

も中央の人なのである.国際交流に中央の人が活躍す

るのは避地問題ではなくてソ連カミヨｰロッパ型の中

年社会だからかもしれない.ソ連では中年や初老がカ

をもっていて若者はそのかげにかくれがちである.

日本やアメリカの若者が猛烈底いきおいて年寄をおしの

けて発言しているところをみたらソ連の若者は肝をつ

ぶすだろう.モスクワがソ連を代表する傾向があるの

は中年以後の実力者がとかく中央に集中しやすいとい

う意味での中央集権の結果かもしれない.

学風にも中央と地方があるようにみえる.1976年の

目ソシンポジウムではさすがに極東の地学者が主役だ

った.彼等の指導者層は公然といっていた.“Anti･

p1ateisours1ogan".P1ateにのろうものならはじき

出されそうであった･ところが今春東京で開かれた

GeodynamicPrOjectの国際集会にきたソ連中央の人に

は海洋底拡大論者がいた.モスクワでは少数派では

ないという･中央と地方と自由度がちがうのか国際

社会への開かれ方のちがいなのかまた日ソシンポジ

ウムで奇異に感じたことの一つはトップクラスをのぞ

くと極東の四大研究機関の地学者たちの横のつながり

はきわめてわるいらしいことである.食事やレセプシ

ョンでも機関毎にかたまっていた.理由の一つになり

そうなのはわかる.ソ連には単一の“地質学会"がな

い.極東だけの地方学会もない.そういう“横わり"

の機能はモスクワのアカデミｰ炉はたす.アカデミｰ

はそれぞれのテｰマプロジェクト毎に委員会を組織す

る.だから“横わり"の組織があるといっても本来

“たてわり"なのである.研究体制においても中央集

権的というべき国なのであろうか.
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